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　不言実行、実践力重視の人物教育による、人間性豊かで “たくましい実践力をもっ
た人間の育成” を教育方針の基本に掲げています。

●本校は、2015 年に創立 100 周年を迎えました。100
周年を小学校のさらなる飛躍の機会にすべく、教職員が一丸となって培ってきた伝
統の理解を深めるとともに、より良い発展につながる新たな教育の創造をめざして
いきます。子どもと教師の真剣な学びあいの中で身についていく「たしかな力」と、
創立以来追求し続けている「たくましい心」が両輪となり、成蹊の新しい一歩がこ
こから始まります。

●東組、西組、南組、北組の４学級、男女同数編制で、１年生と３年生終
了時に組み替えを行い、学級担任がかわるシステムで教育を行っています。

●音楽、美術、体育、英語は 1年生から、理科は 3年生から、
その教科専任の教師による授業を行っています。５年生からは学年内完全教科担任
制になり、各学級担任が国語、社会、算数、こみちのうち 1教科を担当して授業
を行います。

●全学年が少人数教育（1学級低学年 28人・高学年 32人）に移行し
ました。

●５、６年生と専任教員が各々の部に属し、正課の授業と
してクラブ学習と学校桃の会を行っています。

●１年生から６年生までの全学級にわたって日記指導を行っています。こ
れは、学校創立当時の日記指導が伝統となって、ごく自然に受け継がれてきたもの
です。日記指導をとおして子どもと教師の心の交流を深め、また、書くことによっ
て現実から学び取っていく姿勢なども育っていきます。

　本校では、幼児期に一方的に偏った指導をせず、友だちと遊んだり話したり
することのできる子どもを育てるように努めています。そのため、次のような
点に教育の力点を置いています。
　①集団と個の関係を深く考える活動の重視、②自主的に学習に取り組み生活
を高める意欲の育成、③創作活動の重視、④意志と体の鍛練、実践力の育成、
⑤生きた現実や実物から学ぶ意欲の育成、⑥人間的なふれあいの重視、⑦能力
に応じた適切な指導、⑧望ましい環境づくり

上級学校に
進むには

日常の学習状況や生活態度などを勘案して、成蹊中学校へ推
薦入学することができます。
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